
都道府県がん診療連携拠点病院
PDCAサイクルフォーラム

鳥取県の取り組み

鳥取大学医学部
附属病院がんセンター

辻谷 俊一



鳥取県の紹介
• 面積：3,507平方km
• 人口：約59万人
• 世帯数：約21万世帯
• 市町村数：4市14町1村
• 県庁所在地：鳥取市



がん診療連携拠点病院

西部 中部 東部

鳥取大学病院 県立厚生病院 県立中央病院

米子医療センター 野島病院 鳥取市立病院

山陰労災病院 鳥取赤十字病院

博愛病院 鳥取生協病院



取り組みの内容
1) PDCA推進会議

1. 鳥取県がん診療連携協議会
2. 鳥取県がん診療連携協議会作業部会
3. 鳥取県がん診療連携協議会テレビ会議
4. 鳥取県がん診療研修会

2) PDCA推進マテリアル
1. PDCAサイクル評価シート
2. 「がん診療体制の質」評価ファイル

3) がん医療の教育・研修
1. ICTがんセミナー
2. 研修会

4) がん情報の普及・啓発
1. 市民公開講座、ラジオ放送
2. リーフレット、ポスター



PDCA推進会議



鳥取県がん診療連携協議会

がん登録部会

相談支援部会

地域連携部会

緩和ケア部会

手術療法部会

化学療法部会

放射線治療部会

会長

協議会

テレビ会議



PDCA推進会議のスケジュール
開催日 会議名 開催時間

2016年
2月11日

がん診療研修会 12:00-18:30 講演会、各作業部会、
検討会

3月23日 がん診療連携テレビ会議 19:00-20:00 作業部会から報告・協議

5月18日 がん診療連携テレビ会議 19:00-20:00 作業部会から報告・協議

7月25日 がん診療連携協議会 15:00-16:30 都道府県協議会の報告、
作業部会の報告・協議

9月11日 がん診療研修会 12:00-18:30 講演会、各作業部会、
検討会

9月28日 がん診療連携テレビ会議 19:00-20:00 作業部会から報告・協議

11月9日 がん診療連携テレビ会議 19:00-20:00 作業部会から報告・協議

2017年
1月16日

がん診療連携協議会 15:00-16:30 都道府県協議会の報告、
作業部会の報告・協議

2月11日 がん診療研修会 12:00-18:30 講演会、各作業部会、
検討会



作業部会役員 会長(赤) 副会長(青)

病院 部会名 がん登録部会 相談支援部会 緩和ケア部会 地域連携部会 手術療法部会 化学療法部会 放射線治療部会

鳥取大学医学部
附属病院

岡本 幹三 吉岡 奏 吉本 美和 大山 賢治 中村 廣繁 上田 康仁 内田 伸恵

稲葉 美華 足立 寛子 上田 恵巳
伊藤 慎哉
（西部医師会）

齊藤 博昭 蘆田 啓吾 松崎 芳宏

鳥取市立病院

小澤 ゆかり 山根 綾香 足立 誠司 田中 千賀子 大石 正博 小寺 正人 松木 勉

米山 ちづる 山口 恵 山根 綾香 谷口 康夫 加藤 大 大石 正博 坂本 博昭

鳥取県立中央病院

山根 頼博 藤松 義人 浦川 賢 岩見 智子 中村 誠一 澄川 崇 中村 一彦

漆原 可奈子 池田 牧 濱野由紀子 森次 奈穂美 前田 啓之 安達 直美 砂川 知広

鳥取県厚生病院

齋尾 智恵理 舩越 智美 佐藤 徹 西山 紀子 吹野 俊介 小松 珠美 河合 剛

岸本 洋一 阿部 桂 佐々木 美鈴 田中 玲子 米村 聡実 竹歳 祥江 木原 康行

米子医療センター

鈴木 喜雅
（医）

田中 聡子
（MSW)

松波 馨士
（医）

山本 哲夫
（医）

奈賀 卓司
（医）

鈴木 喜雅
（医）

杉原 修司
（医）

大島 佐千子（診） 水谷 ふみ江（看） 三谷 順子（看） 水谷 ふみ江（看） 古門 千代美（看） 永瀬 美沙（看） 大矢 東（放）

鳥取赤十字病院

柴田 俊輔 田中 久雄 山口 由美 山代 豊 小野 孝司 武田 洋平 小林 正美

持田 ひとみ 田村 五月 香河 洋子 村尾 光子 樋口 由利子 田中 久子 木村 洋史

鳥取生協病医院

大杉 みどり 幸山 小百合
竹内 勤

大呂 昭太郎
皆木 真一 竹内 勤 角田 直子

幸山 小百合 石川 真理 皆木 真一 豊島 佳那子

野島病院

陶山 和之
（病歴管理室長）

石谷 正
（地域包括ケア推進長）

石谷 正
（地域包括ケア室長）

牧野 正人
（消化器外科部長）

林 英一
(乳腺・内分泌外科部長）

増田 智恵美
（がん登録実務担当）

田中 貴子
（地域連携室）

岡本 誠
（地域連携室）

山陰労災病院

渡部 信之（医） 礒部 康行（医） 井隼 孝司（医） 野坂 仁愛（医） 岩部 富夫（医） 謝花 典子（医） 高杉 昌平（医）

引野 美貴子 青砥 由美子（看） 原田 由美（看） 園本 秀樹（技師）

博愛病院

福井 康平
（診療情報管理士）

赤沼 智美
（MSW）

桜井 晶子
渡部 つね子
（看護師）

安宅 正幸
（外科医師）

近藤 亮
（外科医師）

八原 祐子
(診療情報管理士）

越野 美春
（MSW）

加藤 淳一
（緩和認定薬剤師）

竹崎 司
（地域連携室）

川内 由理
（化学療法認定看護師）



第1回鳥取県がん診療研修会

期日： 平成28年2月11日(祝) 
会場： 米子市 国際ファミリープラザ ファミリーホール
12:00 参加受付、運営会議(部会長・副部会長会議)
12:30 開会挨拶
12:35 作業部会の業務と運営の説明と質疑応答
鳥取大学医学部附属病院がんセンター 辻谷俊一

13:00-14:40 講演会(全体研修会)
13:00 「我が国のがん対策と今後の方向性

—がん診療に関するPDCAサイクルの確保に向けて—
」
国立がん研究センター がん対策情報センター
がん医療支援部 部長 加藤雅志先生

13:50 「鹿児島県における作業部会の活動」
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
臨床腫瘍学講座 教授 上野真一先生



第1回鳥取県がん診療研修会

14:40-15:00 休憩・移動(コーヒータイム)

15:00-16:30 各作業部会
鳥取県のがん医療の課題抽出

課題の克服に向けた中期計画

平成28年度の行動計画と評価方法

16:30-16:50 休憩

16:50-18:00 各作業部会からの報告と検討会

(全体研修会)

18:00-18:10 閉会挨拶

18:10-18:30 運営会議(次回開催打合せ)



第2回鳥取県がん診療研修会

期日： 平成28年9月11日(日) 
会場： 米子市 国際ファミリープラザ ファミリーホール
12:00 参加受付、運営会議(部会長・副部会長会議)
12:55 開会挨拶
13:00-14:40 講演会(全体研修会)
13:00 「がん診療体制の質評価調査と改善に向けた

PDCAサイクルの実現」
東京大学大学院工学系研究科
医療社会システム工学特任教授 水流聡子先生

13:50 「愛媛県におけるPDCAサイクル実現への
取り組み」

四国がんセンター
臨床研究推進部長 青儀健二郎先生

14:40 鳥取県からの連絡



第2回鳥取県がん診療研修会

14:50-15:00 休憩・移動(コーヒータイム)

15:00-16:30 各作業部会
① 各病院のPDCAの進捗状況

② 各病院のPDCAの評価

③ 部会としての今後の行動計画

16:30-16:50 休憩

16:50-18:00 各作業部会からの報告と検討会

(全体研修会)

18:00-18:10 閉会挨拶

18:10-18:30 運営会議(次回開催打合せ)



第3回鳥取県がん診療研修会

期日： 平成29年2月11日(祝) 
会場： 米子市 国際ファミリープラザ ファミリーホール
12:00 参加受付、運営会議(部会長・副部会長会議)
12:55 開会挨拶
13:00-14:40 講演会(全体研修会)
13:00 「データに基づいたがん対策の企画・評価

〜大阪府と沖縄県の取り組み」
茶屋町レディースクリニック
琉球大学医学部 委託非常勤講師 井岡亜希子先生

13:50 「本物のPDCAと見せかけのPDCA
～データに基づく評価に向けて～」

国際医療福祉大学大学院教授 埴岡健一先生
14:40 鳥取県からの連絡



第3回鳥取県がん診療研修会

14:50-15:00 休憩・移動(コーヒータイム)

15:00-16:30 各作業部会
① 各病院のPDCAの進捗状況

② 各病院のPDCAの評価

③ 部会としての今後の行動計画

16:30-16:50 休憩

16:50-18:00 各作業部会からの報告と検討会

(全体研修会)

18:00-18:10 閉会挨拶

18:10-18:30 運営会議(次回開催打合せ)



PDCA推進マテリアル



鳥取県がん診療連携協議会

がん登録部会

PDCAサイクル評価シートA 平成28年度

評価項目

1）がん登録の精度向上を図る

・定期的に研修会を開催し、実務者のスキルアップを図る

・情報交換会を開催し、施設間の実務者同士で情報の交換・共有し、共通理解を図る

2）がん登録の認知度を高める

・鳥取県院内がん登録情報センターHPを利用して情報発信をする

病院名 Plan(計画） Do(実施） Check（点検・評価） Act（処置・改善）

全施設共通

1）がん登録の精度向上を図る
◎実務者のスキルアップを図るため、定期的に
開催される各種研修会等に積極的に参加する。
①鳥取県院内がん登録実務者研修会
（主催：鳥大）
・第1回：平成28年8月6日(土) 9:00～
・第2回：平成29年3月 開催予定
②院内がん登録実務者研修会
（主催：国立がん研究センター）
・指導者認定者研修（鳥大、厚生）
・中級者認定者研修（鳥大、市立、日赤）
・初級者認定者研修（中央、市立、厚生、米子医
療、日赤、博愛）

③院内がん登録認定試験を受験する
（主催：国立がん研究センター）
・中級者認定試験（山陰労災）
・初級者認定試験（鳥大）

◎情報交換会に参加し、施設間の実務者同士で
情報の交換・共有し、共通理解を図る。
①鳥取県がん登録部会・情報交換会
（企画：鳥大）
・第1回：平成28年7月5日（火） 15:00～16:00
・第2回：平成28年11月9日(水) 17:00～18:00
②鳥取県がん診療研修会（作業部会）
・第1回：平成28年9月11日（日）
・第2回：平成29年2月11日（土）

◎国立がん研究センターに当該年症例データを
提出する。
・2015年診断症例データ

2）がん登録の認知度を高める
◎鳥取県院内がん登録情報センターHPを活用して
一般の方にも役立つ、正確な情報を提供する。
（企画：鳥大）

・指導者認定者研修に参加（鳥大、厚生）
・中級者認定者研修に参加（鳥大、市立）

・第1回がん登録部会に参加（実施：鳥大）
平成28年7月5日（火）15：00～16：30
”顔の見える関係”づくりのスタート開始



鳥取県がん診療連携協議会

がん登録部会

PDCAサイクル評価シートA 平成28年度

評価項目

1）がん登録の精度向上を図る

・定期的に研修会を開催し、実務者のスキルアップを図る

・情報交換会を開催し、施設間の実務者同士で情報の交換・共有し、共通理解を図る

2）がん登録の認知度を高める

・鳥取県院内がん登録情報センターHPを利用して情報発信をする

病院名 Plan(計画） Do(実施） Check（点検・評価） Act（処置・改善）

全施設共通

1）がん登録の精度向上を図る
◎実務者のスキルアップを図るため、定期的に
開催される各種研修会等に積極的に参加する。
①鳥取県院内がん登録実務者研修会
（主催：鳥大）
・第1回：平成28年8月6日(土) 9:00～
・第2回：平成29年3月 開催予定
②院内がん登録実務者研修会
（主催：国立がん研究センター）
・指導者認定者研修（鳥大、厚生）
・中級者認定者研修（鳥大、市立、日赤）
・初級者認定者研修（中央、市立、厚生、米子
医療、日赤、博愛、野島）

③院内がん登録認定試験を受験する
（主催：国立がん研究センター）
・中級者認定試験（山陰労災）
・初級者認定試験（鳥大）

◎情報交換会に参加し、施設間の実務者同士で
情報の交換・共有し、共通理解を図る。
①鳥取県がん登録部会・情報交換会
（企画：鳥大）
・第1回：平成28年7月5日（火） 15:00～16:00
・第2回：平成28年11月9日(水) 17:00～18:00
②鳥取県がん診療研修会（作業部会）
・第2回：平成28年9月11日（日）
・第3回：平成29年2月11日（土）

◎国立がん研究センターに当該年症例データを
提出する。
・2015年診断症例データ

2）がん登録の認知度を高める
◎鳥取県院内がん登録情報センターHPを活用して
一般の方にも役立つ、正確な情報を提供する。
（企画：鳥大）

1）がん登録の精度向上を図る
◎実務者のスキルアップを図るため、定期的に
開催される各種研修会等に積極的に参加した。
①鳥取県院内がん登録実務者研修会
（主催：鳥大、参加：中央、市立、厚生、米子医療、
日赤、野島、山陰労災、博愛、鳥大）
・第1回：平成28年8月6日(土) 9:00～
②院内がん登録実務者研修会
（主催：国立がん研究センター）
・指導者認定者研修に参加（鳥大、厚生）
・中級者認定者研修に参加（鳥大、市立、日赤）
・初級者認定者研修に参加（市立、厚生、米子
医療、博愛）

③院内がん登録認定試験を受験した。
（主催：国立がん研究センター）
・中級者認定試験（山陰労災）
・初級者認定試験（鳥大）

◎情報交換会に参加し、施設間の実務者同士で
情報の交換・共有し、共通理解を図る。
・第1回がん登録部会に参加した。
（実施：鳥大、全施設参加）
平成28年7月5日（火）15：00～16：30
”顔の見える関係”づくりのスタート開始

◎国立がん研究センターに当該年症例データを
提出した。
・2015年診断症例データ（拠点病院）（準拠点病院）

2）がん登録の認知度を高める
・一般の方向けへの2014年がん統計情報を院内
がん登録情報センターのHPへ公開した。

1）がん登録の精度向上を図る
①②実務者のスキルアップを図るた
め、各種定期的に開催される研修会
等に積極的に参加できた。

③院内がん登録認定を受けた。
引き続き、日々学習し新たな知識
をつけなければならないと再認識し
た。

◎TV会議システムを利用して情報交換
会（がん登録部会）にて情報の交換・
共有し、共通理解を図った。

◎国立がん研究センターに当該年症例
データを提出した。

2）がん登録の認知度を高める
・HPへの公開により、一般の方向けに
情報発信ができ、HPへのアクセス数
の増加が期待される。

鳥取市立病院：新人育成など、が
ん登録の精度向上を図る。
次年度は、自病院ＨＰからの情報
発信など取り入れたい。

①平成29年3月に統計に関する研
修を予定していたが、鳥大の諸
般の都合で来年度への変更を
予定する。

①②今後も認定者研修等、積極的
に参加していきたい。

・登録に関する疑問質問を解決す
る場として、鳥取県院内がん登
録情報センターHPを活用して会
員限定の掲示板を構築中。

◎今後も、精度の高いデータを提
出していきたい。

・一般の方の認知度を高め、より
多くの方にHPを見ていただける
よう内容を分かりやすくしていく。



PDCAサイクル評価シート

• 奈良県の活動に習って、各作業部会でPDCA
サイクル評価シートを記入する

• 鳥取大学がんセンター事務局が評価シートを
集める

• 各作業部会の部会長がまとめ、鳥取県がん
診療連携協議会で報告する

• 鳥取県がん診療連携テレビ会議で進捗状況
や問題点について協議する



がん登録部会

病院 Plan(計画) Do(実施) Check(点検・評価) Act(処置・改善)

全病院 「がん登録の精
度向上を図り、
がん医療の均て
ん化やがん予
防に利活用する
とともに、がん
登録の認知度を
高める」

• 院内がん登録実
務者研修会を開
催

• 各種研修会に参
加しスキルアップ

• 鳥取大学がんセミ
ナーを受講

• 情報交換会に参
加し情報共有する

• 当該年症例データ
の提出

• 院内がん登録情
報センターのHPか

ら医療関係者、一
般市民への情報
提供を行う

• 研修会への参
加状況を把握

• 認定試験の受
験状況を把握

• 各病院のHPで

登録情報の更
新を確認

• 院内がん登録
情報センター
のHPに会員限

定の掲示板を
構築し、問題共
有、早期解決
を促す



相談支援部会

病院 Plan(計画) Do(実施) Check(点検・評価) Act(処置・改善)

全病院 「安心して質の
高いがん相談
が県内どこでで
も受けられる」
方法

• がん相談の
普及啓発

• がん相談に
携わる医療
者のスキル
アップ

• がん相談の
質を評価

• リーフレットを作成
し、がん拠点病院
以外からの相談
支援を促す

• 「がんの親を持つ
子どものサポート
研修会」を1月28
日に開催

• 共通リーフレッ
トを作成中

• 「がんの親を持
つ子どものサ
ポート研修会」
の当日と6ヶ月

後にアンケート
調査を行って
評価する

• 情報提供・相
談支援部会の
研究班による
パイロットスタ
ディーの結果を
参考に「がん相
談利用者調
査」を実施する



地域連携部会

病院 Plan(計画) Do(実施) Check(点検・評価) Act(処置・改善)

全病院 「がん地域連携
パスの体制の
整備」
方法

• 院内で運用
のための話
し合い

• 具体的な運
用システム
の構築

• 院内外への
周知

• 使いやすい
「わたしのカ
ルテ」改訂

• 医療圏ごとにがん
パス委員会

• 看護師やMSWを

コーディネーター
に置く

• 「わたしのカルテ」
をファイル形式に
して、検査データ
は挟み込む

• 胃癌、大腸癌、乳
癌を中心にがん
パスを運用するた
めの地域連携カン
ファレンスを開催

• 看護師、MSW

の業務が多忙
で、がんパスの
運用に関わる
のが困難

• 専任のコーディ
ネーターを置く
予算がない

• 医師会による
「わたしのカル
テ」の監修

• 部会で全県で
の運用を検討

• 地域連携カン
ファレンスの定
期開催

• 看護師、MSW

に負担の少な
い運用の工夫

• がんの地域連
携の普及啓発

• 患者の満足度
を高める工夫



緩和ケア部会

病院 Plan(計画) Do(実施) Check(点検・評価) Act(処置・改善)

全病院 「基本的な緩和
ケアの普及」
方法
医療圏ごとに

• 緩和ケア部
会員が情報
を共有

• 基本的な緩
和ケアの研
修会を開催

• がん診療に
携わる医師
の全員が緩
和ケア研修
会を修了

がん診療に携わる医
師に対する緩和ケア
研修会のほかに

• 県立中央病院で
緩和医療研修会

• 県立図書館「闘病
記文庫」講演会

• 厚生病院での緩
和ケア勉強会に
合同参加

• 鳥取大学病院で
中海緩和ケア研
究会、がん看護研
修会

• 米子医療センター
で勉強会

• 研修会の参加
者数の増加を
めざす必要が
ある

• 合同での緩和
ケア研修会が
未実施

• 医療圏ごとの
合同緩和ケア
研修会を年度
内に開催する



手術療法部会

病院 Plan(計画) Do(実施) Check(点検・評価) Act(処置・改善)

全病院 「県内で安心し
て質の高いがん
手術を受けるこ
とができるように
する」

方法
• Clavien-

Dindo分類に

基づく術後合
併症発生率

• 在院日数

• ステージごと
の5年生存率

• 5大がん(胃癌、大

腸癌、肝臓癌、肺
癌、乳癌)を対象
に過去3年間の
NCDデータ登録か

ら術後の合併症、
在院日数を調査
する

• 5大がんについて5

年以上経過した症
例で生存率を算
出する

• NCDデータの
収集は未実施

• 鳥取大学病院
から胃癌のス
テージごとの生
存率、合併症
の発生率が報
告

• 厚生病院から
肺癌のステー
ジごとの生存
率が報告

• 継続して各施
設でデータを解
析する

• 現状の各病院
の問題点を抽
出するため、
「診療体制の
質」評価ツール
を利用してみる



化学療法部会
病院 Plan(計画) Do(実施) Check(点検・評価) Act(処置・改善)

全病院 「化学療法の同
意書を見直し、
現在加算できて
いない管理料の
算定を行う」

方法

• 各病院の同
意書を見直
す

• 病名と病態の説
明

• 化学療法の目的・
必要性・有効性

• 化学療法の内容
と期間および注意
事項

• 化学療法に伴う副
作用

• 副作用への対応
• 代替可能な治療

• 化学療法を行わ
なかった場合に予
想される経過

• 化学療法の同意
撤回

加算に向けて

• 薬剤について
は問題ない

• 副作用につい
て種類および
対策の記述は
ある

• 日常生活での
注意点、対応
に用いる薬剤、
医療用麻薬の
使用方法、他
の薬剤との相
互作用につい
て記載が必要

• 平成28年度中

に算定可能な
要件を整備す
る

• 現状の各病院
の問題点を抽
出するため、
「診療体制の
質」評価ツール
を利用してみる



放射線治療部会
病院 Plan(計画) Do(実施) Check(点検・評価) Act(処置・改善)

全病院 「放射線治療を
必要とする全て
の人に、質の高
い治療を安全に
提供する体制を
整備する」

方法

• 放射線治療
の実態調査

以下の項目について
調査した

• 年度別放射線治
療患者数

• 病院間放射線治
療紹介件数

• 放射線治療スタッ
フ数

• 年度別放射線
治療患者数が
医療圏域間で
差が大きい

• 病院間治療患
者紹介件数の
実態把握が困
難

• 治療患者の経
過をたどること
が困難

• スタッフ数の不
足

• 地域連携状況
の情報を含め、
紹介件数を把
握する

• 各施設の人員
の増員とスタッ
フ教育の推進

• 患者の放射線
治療の理解度
を深める



がん診療データとPDCAサイクル
データ 対策

75歳未満年齢調整死亡率、標準化死亡率 すべて

罹患率、喫煙率 がん教育

臨床進行度分布、がん発見率、精検受診率、
要精検率、陽性反応的中率、検診受診率

がん検診

5年相対生存率、進行度別5年生存率 がん治療

死亡率改善速度

がん治療 1年後

がん検診 3年後

がん教育 10年後



がん医療の研修・教育



鳥取大学医学部附属病院
がんセミナー年間計画

• 鳥取大学病院教官によるセミ
ナー

• 各回3つのテーマで講義
• 2つのがん疾患と緩和ケアの
テーマを選択

• 基本的事項と最新のトピックス
• ICTにて県内がん診療連携拠点
病院と接続

• 毎回50〜70名の聴講者

日付 疾患・テーマ 診療科(部門) 講師

卵巣癌 女性診療科 板持広明先生

皮膚癌 皮膚科 吉田雄一先生

疼痛 麻酔科 大槻明広先生

食道癌 第一外科 福本陽二先生

腎癌 泌尿器科 瀬島健裕先生

精神症状 精神科 三浦明彦先生

非小細胞肺癌 第三内科 木下直樹先生

脳腫瘍(転移) 脳神経外科 神部敦司先生

口腔がん 歯科口腔外科 小谷　勇先生

肝癌 第二内科 大山賢治先生

骨腫瘍(転移) 整形外科 山家健作先生

有害事象 薬剤部 長谷川一将先生

前立腺癌 泌尿器科 森實修一先生

リンパ腫 血液内科 本倉　徹先生

リハビリテーション リハビリテーション部 山川　隆先生

胃癌 第一外科 斎藤博昭先生

小細胞肺癌 第三内科 上田康仁先生

放射線治療 放射線治療科 田原誉敏先生

乳癌 胸部外科 村田陽子先生

白血病 血液内科 本倉　徹先生

栄養 栄養管理室 成瀬隆弘先生

咽喉頭癌 耳鼻咽喉科 藤原和典先生

子宮癌 女性診療科 大石徹郎先生

身体症状 がんセンター 吉本美和先生

膵癌 第二内科 松本和也先生

口腔ケア 歯科口腔外科 田部有子先生

緩和ケアチーム がんセンター 上田恵巳先生

胆管癌 第二内科 原田賢一先生

小児腫瘍 小児科 上山潤一先生

地域連携 医療福祉支援センター 河村香苗先生

大腸癌 第一外科 前田佳彦先生

甲状腺癌 耳鼻咽喉科 福原隆宏先生

がん救急 がんセンター 辻谷俊一先生

11月5日

12月3日

1月7日

2月4日

3月3日

9月3日

10月1日

平成27年度がんセミナー年間計画

5月7日

6月4日

7月2日

8月6日

山陰がん認定医療スタッフ
インテンシブコース



がんセミナー
の案内

• 地域がん診療連携拠点
病院に案内し、ポスター
を配布

• がんセンターのホーム
ページで一般に案内

• 鳥取大学内には全職員
にEメールで案内

山陰がん認定医療スタッフ
インテンシブコース



第５回 鳥取大学医学部附属病院がんセミナー 2015.09.03（木）
18:15～ 参加者合計53 名

座長のがんセンター 辻谷教授 泌尿器科 森實先生

リハビリテーション部 山川先生 質疑応答血液内科 本倉先生



第６回 鳥取大学医学部附属病院がんセミナー 2015.10.01（木）
18:15～ 参加者合計63 名

第一外科 齋藤先生 化学療法センター 上田先生

座長のがんセンター 辻谷先生放射線治療科 田原先生



　平成26年度がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン	
		  	

 
山陰がん認定医療スタッフ育成コース	

		  （
イ

ンテンシブ）夏季セミナー	   

　　　　　　　平成26年8月31日（日）	
　　　　　	  	


 

8：30～16：30（8：15～受付）	

　　　　　　　　	
　　　　　　　鳥取大学医学部附属病院がんセンター	

　　　　　　　	  島根 大学医学部みらい棟４階ギャラクシー 	
　　　　　　　　　　　　　　　	
　　　　　　　　　町立奥出雲病院、済生会江津総合病院　他予定	
	
　　　　　　　　★今年度はTV会議システムを使用して	  同

時

配信 	
　　　　　　　　　いたします	

　　　　　　鳥取大学医学部・島根大学医学部	

	 	 	 	　　　インテンシブコースコーディネーター	

　　　　　　★詳細は講義スケジュールをご確認ください	

★当日テキストを　　
配布いたします。	
★昼食は各自ご用意	
ください	

　問合せ先	
	鳥取大学医学部学務・研究課教務係	
	〒683-8503　鳥取県米子市西町86番地　電話：0859-38-7098　FAX：0859-38-7029	
	
	島根大学医学部　がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン事務室	
〒693-8501　出雲市塩冶町89-1　電話：0853-20-2576　FAX：0853-20-2580	

日　時	  

配信会場	  

講　師	  

参加費無料	  

接続会場	  

夏季セミナー
(島根大学と共催)

山陰がん認定医療スタッフ
インテンシブコース



中海緩和ケア
研究会の案内

• おもな参加施設
– 鳥取大学医学部附属病院
– 米子医療センター(緩和ケア病棟)
– 山陰労災病院
– 松江市立病院(緩和ケア病棟)
– 松江赤十字病院
– 安来第一病院(緩和ケア病棟)
– 真誠会セントラルクリニック(在宅)
– ひだまりクリニック(在宅)など

• 各地区の医師会、歯科医師会、薬
剤師会などから参加

基調講演　　『今日のがん医療の展開と緩和ケアの役割』

鳥取大学医学部附属病院がんセンター　センター長

　 　 辻谷　 俊一  先生

開会の辞

鳥取大学医学部附属病院
医学部臨床講義室

2015年7月26日（日）13 :00～16 :00

鳥取大学医学部附属病院 
中海緩和ケア研究会 

山陰労災病院放射線科部長　
井隼　 孝司  先生

座長

共催：鳥取県がん診療連携協議会

　　　がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

　　　　  山

陰

が ん認定医療スタッフ育成インテンシブコース

鳥取大学医学部医師会

問合せ先：がんセンター( 0859-38-6292 )   担当　佐々木

　　　

一般演題  『 中海緩和ケア研究会一般演題( 2) 』
　 　 　 　 米子医療センター緩和ケア病棟

　 三谷　 順子  先生

  特別講演　　『切れ目のないがん治療のためのアドバンス・ケア・プランニングについて考えましょう』
　 米子医療センター副院長

山本　 哲夫  先生

座長

座長

一般演題  『 中海緩和ケア研究会一般演題( 1) 』
　 　 　 　 博愛病院院長

　 　 角　 賢一　 先生

座長

　 鳥取大学医学部附属病院がんセンター　センター長

辻谷　 俊一  先生

演者

　 安来第一病院院長

杉原　 勉  先生

演者

　 真誠会クリニック院長

小田　 貢  先生

閉会の辞

地域・社会への発信



中海緩和ケア研究会
鳥取大学医学部臨床講義室

2015.07.26（日）13:00～16:00
参加者合計41名

基調講演中の がんセンター 辻谷教授受講者の様子 活発な質疑応答

地域・社会への発信



がん診療レベルの向上

①がんプロ連携大学との事業推進：
• 連携大学間で定期的にICTを活用した症例・研究カンファレンスを実施
• 連携ファカルティディベロップメント研修会、臨床研究研修会に参加して成果を共有
• がんプロ研究シンポジウム、がんプロ地域シンポジウム、がんプロ国際シンポジウム
を開催して情報共有と人材交流を実施

• ICT連携特別講義を開催し、最新のがん診療情報を共有

②大学病院と地域の連携：
• 大学にがん化学療法看護・乳がん看護認定
看護師、がん専門看護師の講座を設置

• がん化学療法看護認定看護師、乳がん看護
認定看護師が地域の病院で活動を開始

• 育成した認定看護師のフォローアップ研修を
行い、地域のがん医療向上に貢献

• 山陰がん認定医療スタッフ育成コース（イン
テンシブ）を開始し、がん拠点病院がICTで
「がんセミナー」を聴講できる環境を整備

• 中海緩和ケア研究会を開催し、地域におけ
る緩和ケアネットワークを整備

③患者・市民の支援と啓発：
• がんプロ市民公開講座を開催
• 鳥取県がんフォーラムを開催
• 鳥取サイエンスアカデミーで繰り返し最新
のがん医療情報を発信

• がんと生きるセミナーの実施
• がんサポートカフェの開設

④国際化の推進：
• トーマスジェファーソン大学に医師、看護
師を派遣し、米国におけるチーム医療、地

域連携、臨床腫瘍学に関する研修



がん情報の普及・啓発



がんセンター
市民公開講座

テーマ：がん患者を支える

第1部：ドキュメンタリー映画
「大丈夫。—小児科医・
細谷亮太のコトバ—」

第2部：乳がんと食事

• 紙芝居「ある乳がん患者さ
んのお話」鳥取大学ブレス
トケアチーム

• 特別講演「乳がんと食事
の関わり」

• 順天堂大学乳腺外科 齊
藤光江先生

来場者数：約150人

主催/鳥取大学医学部附属病院

 島根大学医学部

共催/がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

 鳥取県がん診療連携協議会

 山陰がん認定医療スタッフ育成コース

後援/鳥取県、米子市、公益社団法人鳥取県西部医師会、

 NHK鳥取放送局、BSS山陰放送、

 新日本海新聞社、山陰中央新報社

2 0 1 6

㊐2011/
1 3 :0 0～1 7 :0 0

日
時

場
所

鳥取大学医学部附属病院がんセンター事務室

〒68 3-850 4  鳥取県米子市西町3 6-1

TEL/085 9-3 8 -6 2 9 2
FAX/085 9-38-62 93
E-mail/gan-center@ med.tottori-u .ac.jp

お
問
合
せ
先

参加費
無料

映画上映（ 1 3：05ー1 4：30 ）

ある乳がん患者さんのお話（ 14 :4 0ー　）

ある乳がん患者さんが化学療法と内分泌療法を乗り切って、

その後健康に暮らしていくために食事の大切さに気づく

鳥取大学ブレストケアチーム

島根大学医学部附属病院
診療支援施設栄養治療室室長 平井 順子 先生

出 演

鳥取大学医学部附属病院乳腺内分泌外科教授 村田 陽子 先生座 長

順天堂大学医学部附属病院乳腺内分泌外科教授 齊藤 光江 先生演 者

特別講演

乳がんと食事の関わり

がん患者を支える

平成2 8年度 鳥取大学医学部附属病院がんセンター市民公開講座

第

一

部

第

二

部

使えます

国際ファミリープラザ 2 F
ファミリーホール

鳥取大学医学部附属病院

第一、第二駐車場、立体駐車場

島根大学医学部と同時開催します。 山陰地方のがん情報の普及を促進します。

どなたでもご参加いただけます。 多く の方のご参加をお待ちしており ます。

申込
不要 「 大丈夫。」は、小児科医・細谷亮太

さんの口グセです。

診察を終えた病気の子どもたち一人

ひとりに、必ずその一言を添えて励ま

します。

それは4 0年来、小児がん治療の最

前線で、子どもたちの「 いのち」と向

き合い続けてきた細谷先生の、自分

自身への励ましのコトバでもあるのか

もしれません。

『 大丈夫。
　 ー小児科医・細谷亮太のコトバー』
　 伊勢 真一監督作品

&



11月20日がんセンター市民公開講座



緩和ケアセンター
市民公開講座

テーマ：きっと思います。
こんな風に死にたい。

第1部：ドキュメンタリー映画
「エンディングノート」
第2部：講演
「ありがとうも言わずに、
人生終えますか」
鳥取大学医学部附属病院
緩和ケアチームリーダー
吉本美和先生

来場者数：約350人



12月18日緩和ケアセンター市民公開講座



多くの人に知ってもらうために

• 興味深いテーマ

• 人を呼び寄せる講演者やマテリアル

• 新聞広告

• 新聞折り込みチラシ

• テレビ広告

• ラジオ広告

• ポスター掲示：病院、診療所、調剤薬局、
市町村役場、コンベンションセンター、公民館、
銀行、放送局、アスレチックジム



まとめ

• がん死亡率を下げるために、がんの教育、検診、
治療内容を改善する

• 患者の満足度を上げるために、治療成績、情報
提供、地域連携を向上させる

• PDCAサイクルを回すために、データ収集、マテリ
アル作成、研修会、情報発信を活用する

• 課題のPDCAを回しながら、地域としてがん診療
レベルの向上をはかる

• 医療者に負担の少ないシステムを作り、効率よく
PDCAサイクルを確保する


